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⽊材利⽤による地球温暖化防⽌効果

1.炭素貯蔵効果
樹⽊が吸収した⼆酸化炭素を炭素として貯蔵

2.材料代替効果
資材製造時の加⼯エネルギーが少ない

3.化⽯燃料代替効果
バイオマスエネルギーとして化⽯燃料を削減

4.森林の更新促進効果
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⽊材は炭素を貯蔵している

林野庁HP http://www.rinya.maff.go.jp/ より



⽊材中の炭素の量

⽊材の絶乾重量（⽔分を含まない重さ）
の半分が炭素の重量

1m3の⽊材（⽐重0.4）だったら
1m3×0.4×1/2= 0.2t（200kg）

の炭素が貯蔵されている

排出の数倍の炭素
を貯蔵している
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各種材料製造時の炭素排出量

コンクリート

アルミニウム

鋼材

パーティクルボード

合板

人工乾燥製材

天然乾燥製材 16
100
156
224

3,830 11,500

120

単位︓kg-C/m3

岡崎，⼤熊︓⽊材⼯業 53(4)より作成
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「木が守る地球と暮らし」 (社)全国林業改良普及協会編

住宅の炭素ストックと放出

ストック量

排出量



⽊質燃料で化⽯燃料を削減

カーボンニュートラル
という考え方
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京都議定書と⽊材利⽤

京都議定書第⼆約束期間の計上・報告ルール
「附属書I国は以下のカーボンプールを計上しなけれ
ばならない︓地上バイオマス，地下バイオマス，
リター，枯死⽊，⼟壌炭素，ならびに伐採⽊材製品」

http://www.cop17-cmp7durban.com/index.html



第⼆約束期間の計上ルール（抜粋）

1. 第3条3項ならびに4項の下で報告されている
森林から伐出された伐採⽊材製品（HWP）
を計上。輸⼊HWPは計上不可。

2. HWP＝製材，⽊質パネル，紙の3種である
3. 森林減少（D）に由来するHWPは即時排出
4. 埋め⽴て地に⼊ったHWP，エネルギー利⽤

したHWPは即時排出



計上の考え⽅

今年 来年

12tの吸収

6ｔ 6ｔ

6ｔ 6ｔ

6ｔ 6ｔ
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モデルの構造(I)

HWPプール（国内に存在する⽊材）

毎年の吸収量／排出量⽣産量（着⼯量）

廃棄量（除却量）

関数で決める
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モデルの構造(II)

素材
供給

製材・合板・

チップ生産

木材製品需要

（建築・土木・家具・紙）

素材
輸入

製材・合板・
チップ輸入 製品寿命関数

人口

木造率・
木製率燃料利用

（加工残材，廃木材）

国内・海外のフロー・ストック 炭素収支 将来シナリオ

炭素代替

木材製品ストック

（建築・家具・紙）

炭素貯蔵

木材製品輸入

（建築用・家具・紙）

炭素排出

炭素代替

Kayo C, Tsunetsugu Y, Tonosaki M, Carbon Balance and Management, 10(1): 10:24, 2015



3つのシナリオ

シナリオ 建築・家具 ⼟⽊

現状 現状の⽊造・⽊製率
（35%）のまま

現状のまま
（100万m3/年）

緩やかな
推進

2050年までに⽊造・
⽊製率50%へ

2050年までに
300万m3/年へ

積極的な
推進

2050年までに⽊造・
⽊製率70%へ

2050年までに
600万m3/年へ
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炭素貯蔵効果の予測（国産材）
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Kayo C, Tsunetsugu Y, Tonosaki M, 
Carbon Balance and Management, 10(1): 10:24, 2015



どれくらいの貢献か︖

230万t-C/年の吸収は⽇本の・・・
削減⽬標（2013年度⽐25.0%）の

森林吸収源対策による吸収量⽬標値
（約2,780万t-CO2）の

2.7％

30％
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パリ協定がもとめる
（吸収源対策から⾒て望ましい）
⽊材利⽤のすがたとは︖
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望まれるすがた

⽊材利⽤を積極的にすすめる
森林吸収とのベストミックスを探れ︕
新規技術開発と⽤途拡⼤
代替効果もあわせた対策を

「⾒える化」で正しく評価
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代替効果の評価⽅法

材料代替・燃料代替 単位 数値 データソース

材料代替（建築）：非木造（鉄骨造・コンク
リート造等）から木造へ代替

kg-C/m2 60.6
Japan Environmental 

Management Association 
for Industry (2014)

材料代替（土木）：非木杭（砂杭・セメント杭）
から木杭へ代替

kg-C/m3 46.8 Kayo et al. (2011)

材料代替（土木）：金属製ガードレールから
木製ガードレールへ代替

kg-C/m3 64.5 Noda et al. (2015)

材料代替（家具）：金属製家具から木製家具
へ代替

kg-C/m3 43.2
Japan Environmental 

Management Association 
for Industry (2014)

燃料代替：重油から木質バイオマス（林地残
材・加工残材・使用済み廃木材）へ代替

kg-C/m3 108.9
Japan Environmental 

Management Association 
for Industry (2014)

表 材料代替・燃料代替による化⽯燃料消費由来の炭素排出削減量原単位

Kayo C, Tsunetsugu Y, Tonosaki M, 
Carbon Balance and Management, 10(1): 10:24, 2015



どれくらいの貢献か︖（改）
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Carbon Balance and Management, 10(1): 10:24, 2015

現状シナリオ 積極的推進シナリオ



まとめ
• ⽊材利⽤が現状のまま続くとすると，炭素

貯蔵によるCO2削減は⾒込めず，むしろ排出
となる。

• 他材料の代替による効果や，エネルギー利⽤
による化⽯燃料代替削減効果が⼤きい。

• ⽊材利⽤を積極的に進めることにより，炭素
貯蔵，材料代替効果，化⽯燃料代替効果を
合わせて⼤きな削減効果を期待することが
できる。
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